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	渡辺 えり（Watanabe Eri）氏　プロフィール
	1955年、山形県生まれ。
	　舞台芸術学院、青俳演出部を経て、1978年に劇団を“劇団2○○”を旗上げ。その後“劇団3○○”、“ユニット企画集団 宇宙堂”を経て、現在“オフィス3○○”として活動。
	　1983年に『ゲゲゲのげ　 逢魔が時に揺れるブランコ』で岸田國士戯曲賞、1987年『瞼の女   まだ見ぬ海からの手紙』で紀伊國屋演劇賞を受賞。
	　自身のプロデュース公演以外に新橋演舞場公演の主演を務めるなど客演舞台での人気も高く、映画『shall weダンス？』では1996年報知映画賞助演女優賞、1997年日本アカデミー賞最優秀助演女優賞を受賞。
	　近作の公演に、渡辺えり古稀記念2作品連続公演『鯨よ！私の手に乗れ』『りぼん』(2025年作・演出)、ほか『肉の海』、『私の恋人』、『さるすべり』など。
	　他作の戯曲の演出作品として清水邦夫作『僕らが非情の大河をくだる時～新宿薔薇戦争～』(2022年演出)、唐十郎追悼公演『少女仮面』(2025年演出)、東北にゆかりある文人を描いた作・演出作品に、高村光太郎の半生を描いた『月にぬれた手』、光太郎と親交のあった宮沢賢治に焦点をあてた『天使猫』がある。最新作はミュージカル『シークレットステージ』。
	　2027年2月～3月にはシベリア抑留者の女性たちに焦点を当てた問題作、渡辺えり脚本・演出・出演をつとめる新作舞台『消えた花をさがして』の上演が控えている。
	　2018年3月より2022年2月まで日本劇作家協会の会長を務め、コロナ禍においては演劇緊急支援プロジェクトの中心を担った。現在日本演出者協会理事。
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	今度はさいき城山桜ホールで再会できることをとても楽しみにしています。


